
 

 

 

 

 

 

 

 

 ｒａｎｄｏｍの定量を行うＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙの平滑化の応用 
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概要 

 ＥＢＳＤで測定したデータは離散的データで、直接法ＯＤＦでは平滑化が必要になります。 

   しかし、ＭＴＥＸなどのＨｅｒｍｏｎｉｃでは、半価幅を広げて平滑化が行われている。 

   以下に、ＭＴＥＸとＬａｂｏＴｅｘの解析結果を比較してみます。 

   ＯＤＦデータは、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでＴｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃを行う 

ＭＴＥＸ 

ｒａｎｄｓｏｍ２％ 

LaboTex 

 ｒａｎｄｏｍ０％ 

 

 ＯＤＦ図の最小方位密度値にｒａｎｄｏｍの定量値が現れます。 

 



ｒａｎｄｏｍ定量比較 

ＭＴＥＸ 

  

  ｒａｎｄｏｍ定量値は４％を示す。 

ＬａｂｏＴｅｘ 

  

  ｒａｎｄｏｍ定量値は０％を示す。 

 

 上記から、Ｈｅｒｍｉｎｉｃ法ではｒａｎｄｏｍ領域が乱れてしまいます。 

 ｒａｎｄｏｍ定量では平滑化は行えません。 

 しかし、ＥＢＳＤデータなどの離散データを直接法ＯＤＦで解析すると方位がハッキリしなくなる。 

 このため、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙにｒａｎｄｏｍ領域の乱れをなくす平滑化を追加しました。  

 ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦＦｉｌｅを使えば、ＬａｂｏＴｅｘのＪｏｂデータの平滑化が行えます。 

 平滑化後のＯＤＦデータをＪｏｂに登録で、ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦの平滑化が行えます。 



ＬａｂｏＴｅｘで解析したＯＤＦの平滑化 

 平滑化 Cycle＝６，Weight＝１  

  

 平滑化 Cycle＝６，Weight＝１  

  

  平滑化６（１）でＭＴＥＸの最大方位密度（７．０４）に近付く 

  

 

 

 

平滑化で最大憑依密度

が２４．９８から 

８．１５に変わっている 

平滑化で最大憑依密度

が２４．９８から 

９．０３に変わっている 



ＬａｂｏＴｅｘＯＤＦ平滑化データからｒａｎｄｏｍ定量を行う。 

平滑化ＬａｂｏＴｅｘ（ ） 

 ｒａｎｄｏｍ０％ 

平滑化ＬａｂｏＴｅｘ（ ） 

 ｒａｎｄｏｍ４％ 

 ＬａｂｏＴｅｘ Staticrandomlevel 解析結果 norandom０％が正しい 

まとめ 

 ｒａｎｄｏｍの含有量（％）を調べる場合、平滑化を行うと方位密度１．０以下が乱れ計算できない。 

 Ｈｅｒｍｉｎｉｃ法では、ｒａｎｄｏｍ領域に乱れが発生する。 

 ＬａｂｏＴｅｘでは平滑化が不十分のため、ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙによるＪｏｂの平滑化を用いる場合 

 Ｓｔａｔｉｃｒａｎｄｏｍｌｅｖｅｌモードが有効である。 

  


